
 第Ⅱ部 第８章 アジア諸地域の繁栄                  

  １ 東アジア・東南アジア世界の動向（３）明後期の社会と文化             教教教教 p169p169p169p169（（（（L9L9L9L9））））～ｐ～ｐ～ｐ～ｐ171171171171（（（（L3L3L3L3）））） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明の社会 明の文化 

朝貢貿易の拡大 

農業・手工業の発達 

〔長江下流域〕 

○綿・絹織物の生産・・・綿花・桑の栽培 

〔長江中流域＝【①     】〕 

○新たな穀倉地帯となる 

○【②       】・・・陶磁器生産で繁栄 

 

商業の発達 

○政府から専売権を得た特権商人が繁栄！ 

【③    】商人（安徽省出身の商人集団） 

【④    】商人（山西省出身の商人集団） 

○大都市に【⑤     ・     】が建てられる 

…同業者・同郷出身者の親睦・互助 

のための建物。 

○貿易により日本銀・メキシコ銀が流入！ 

⇒祖税も銀で納入へと改革！  

＝【⑥        】 

…土地税と人頭税をまとめて【⑦   】で 

納入する税制度 

特

色 

○ヨーロッパのキリスト教宣教師の来航 

⇒西洋の学問・技術が流入 

○科学技術などの実学が発展 

        （＝社会で実際に役立つ学問） 

○木版印刷の普及 

⇒庶民向け文芸の発達 

文

学 

○小説が誕生 

『⑧           』（羅貫中） 

…三国時代の英雄・豪傑を描く 

『⑨       』（施耐庵） 

…北宋末に梁山泊に集まった義賊を描く 

『⑩       』（呉承恩） 

…唐僧玄奘の天竺旅行が舞台の物語 

『⑪       』（作者不詳） 

…豪族の裏面生活を描写 

儒

学 

○永楽帝の編纂事業 

『永楽大典』…文献をまとめた百科事典 

『四書大全』…四書の解釈の集成 

『五経大全』…五経の解釈の集成 

○【⑫    】学が誕生 

〔開祖〕王守仁（⑬     ） 

〔主張〕 

・朱子学を知識理論重視として批判 

・実践を重視（=        ） 

 

科

学

技

術 

○【⑮       】会宣教師が貢献 

・【⑯               】（ｽﾍﾟｲﾝ） 

・【⑰            】（伊） 

・アダム＝シャール（独） 

『⑱       』（李時珍）…薬物 

『⑲       』（徐光啓）…農業全般 

『⑳       』（宋応星）…産業技術 

『崇禎暦書』（徐光啓・ｱﾀﾞﾑ=ｼｬｰﾙ） 

…西洋式の暦 

『○21              』（ﾏﾃｵ=ﾘｯﾁ） 

…世界地図 

『幾何学本』（徐光啓・ﾏﾃｵ=ﾘｯﾁ） 
…エウクレイデスの幾何学 


